
会
長
　
北
　
田
　
晴
　
男

　
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
前
回
か
ら
引
き

続
き
農
業
委
員
会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
誠
心
誠
意
務
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
さ
て
、
以
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て
、
令
和

元
年
度
よ
り
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
農
業
者
・
市
農
政
課
・
関
係
団

体
等
と
協
力
し
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実

質
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
農
業
者
の
話
し
合
い
の
場
へ
の
参
加
な

ど
を
通
じ
て
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
、
よ

り
一
層
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
農
業
農
村
の
振
興
な

ど
に
も
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
就
任
の

会
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

岩洞湖

全
国
農
業
新
聞
　
購
読
者
を
募
集
中

全
国
農
業
新
聞
　
購
読
者
を
募
集
中

●● 

発
行
日　

毎
週
金
曜
日

●● 

購
読
料　

１
ヶ
月　

700
円
（
送
料
込
み
）

●● 

申
込
み　

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
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令
和
２
年
７
月
20
日
（
月
）
に

新
農
業
委
員
の
任
命
及
び
新
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
委
嘱
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
し
た
総
会
に
お

い
て
、
会
長
に
北
田　

晴
男
、
会

長
職
務
代
理
者
に
嵯
峨　

忠
志
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
農
業
委
員
及
び
各
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
委
員
の
任
期
は
、
令
和

５
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

会長職務代理者
嵯
さ

峨
が

　忠
ただ

志
し

〔渋民地区〕

会長
北
きた

田
だ

　晴
はる

男
お

〔乙部地区〕

大
おお

崎
さき

　長
ちょう

市
いち

〔旧盛岡地区〕
下
しも

川
かわ

　陽
よう

子
こ

〔旧盛岡地区〕
齊
さい

藤
とう

　英
ひで

則
のり

〔厨川地区〕
藤
ふじ

澤
さわ

　みどり
〔厨川地区〕

吉
よし

田
だ

　晃
あきら

〔中野・簗川地区〕

下
しも

村
むら

　隆
たか

光
みつ

〔本宮地区〕
佐
さ

々
さ

木
き

　昭
あき

男
お

〔太田地区〕
中
なか

村
むら

　久
ひさ

和
かず

〔太田地区〕
藤
ふじ

川
かわ

　治
おさむ

〔見前地区〕
才
さい

川
かわ

　洋
よう

子
こ

〔飯岡地区〕
藤
ふじ

原
わら

　栄
えい

作
さく

〔飯岡地区〕

北
きた

田
だ

　邦
くに

男
お

〔乙部地区〕
佐
さ

々
さ

木
き

　忠
ただ

政
まさ

〔巻堀地区〕
髙
たか

橋
はし

　志
ゆき

洋
ひろ

〔巻堀地区〕
岩
いわ

崎
さき

　隆
たかし

〔渋民地区〕
石
いし

川
かわ

　始
はじめ

〔玉山・薮川地区〕
工
く

藤
どう

　啓
けい

子
こ

〔玉山・薮川地区〕

遠
えん

藤
どう

　直
なお

身
み

〔旧盛岡地区〕
佐
さ

々
さ

木
き

　幸
こう

治
じ

〔旧盛岡地区〕
大
おお

坪
つぼ

　正
まさ

榮
えい

〔厨川地区〕
佐
さ

々
さ

木
き

　幸
ゆき

久
ひさ

〔厨川地区〕
佐
さ さ き

々木　淳
じゅんいち

一
〔中野・簗川地区〕

各
委
員
の
説
明

　

・
氏
名

　

・〔
地
区
調
査
会
名
〕

　

※ 

地
区
調
査
会
ご
と
に
氏
名

の
50
音
順
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。

農
業
委
員
の
紹
介

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
紹
介
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小
お

笠
がさ

原
わら

　哲
さとし

〔見前地区〕
藤
ふじ

澤
さわ

　好
よし

尚
たか

〔見前地区〕
猿
さる

舘
だて

　和
かず

仕
し

〔飯岡地区〕
中
なか

村
むら

　義
よし

男
お

〔飯岡地区〕
内
うち

田
だ

　昭
あき

男
お

〔乙部地区〕
田
た

山
やま

　邦
くに

夫
お

〔乙部地区〕

吉
よし

田
だ

　正
ただ

樹
き

〔中野・簗川地区〕
藤
ふじ

澤
さわ

　哲
てつ

士
お

〔本宮地区〕
藤
ふじ

村
むら

　芳
よし

雄
お

〔本宮地区〕
熊
くま

谷
がい

　佐
さ

市
いち

〔太田地区〕
髙
たか

橋
はし

　克
かつ

見
み

〔太田地区〕
中
なか

村
むら

　廣
ひろ

美
み

〔太田地区〕

藤
ふじ

村
むら

　光
みつ

弘
ひろ

〔乙部地区〕
松
まつ

本
もと

　正
まさ

勝
かつ

〔乙部地区〕
川
かわ

倉
くら

　孝
たかし

〔巻堀地区〕
村
むら

山
やま

　直
なお

和
かず

〔巻堀地区〕
�
あら

屋
や

　新
しん

一
いち

〔渋民地区〕
竹
たけ

田
だ

　栄
えい

悦
えつ

〔渋民地区〕

山
やま

本
もと

　広
ひろ

明
あき

〔渋民地区〕
井
い

旗
はた

　義
よし

三
ぞう

〔玉山・薮川地区〕
大
おお

坪
つぼ

　春
はる

男
お

〔玉山・薮川地区〕

老
後
の
安
心
の
一
助
に
…  

農
業
者
年
金
に 

　
加
入
し
ま
せ
ん
か
！ 

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以

上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

　

ご
相
談
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
Ｊ
Ａ
へ
ど
う
ぞ
。 

お
世
話
に

　
な
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の

方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
地
利
用
関
係
の

調
整
や
農
業
問
題
の
相
談
役

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

農
　
業
　
委
　
員

農
　
業
　
委
　
員

・
藤　

原　

一　

夫 

様

・
吉　

田　

金　

作 

様

・
佐　

藤　

誠　

一 

様

・
浅　

沼　

秀　

臣 

様

・
小　

杉　

英　

機 

様

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

・
岩　

崎　
　
　

一 

様

・
兼　

平　

秀　

男 

様

・
熊　

谷　

芳　

明 

様

・
佐
々
木　

修　

一 

様

・
佐　

藤　

安　

正 

様

・
髙　

橋　
　
　

進 

様

・
古　

川　

将　

人 

様

（
順
不
同
）
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農地を売買・貸し借りをしたり、転用するときは、農地法に基づく手続きが必要です。
ご自身が所有する農地でも、自由に資材置場や駐車場にすることはできません。
次の場合は、農業委員会にご相談ください。
●●農地の売買・貸し借り
●●農地の相続
　農地を相続した方は、農業委員会へ届出が必要です。
●●農地の転用（農地を農地以外の目的で使用すること）
　①農地の所有者が自分でその農地を転用する場合　　　
　②農地の所有者から農地を購入しまたは借地して転用する場合
　　（例）資材置場、駐車場、砂利採取場などにする場合

　厨川水田農業振興組合では、組合員約 10 名で 50 ヘクタールほどの転
作田を引き受け、大豆と麦を生産しています。大豆の作付面積を大きく
すると、収穫が全て終わる前に雪に見舞われることもあるため、麦の作
付けで調整をしています。
　作付けを大豆から麦に切り替えるときは、連続耕作ができる「立毛間
播種」をします。大豆の畑に、９月半ば頃に大豆の上から麦をまきます。
その後、大豆を収穫し、翌年７月頃に麦を収穫することができます。
　転作田は畑作物を栽培する際、「湿害」が課題です。転作田は畑作に
不向きな場合が多いと思うこともあります。農地を維持していくために
も、田を水田として維持する方法だけではなく、転作畑として活用・維
持する方法も考えていく必要があると感じます。

（厨川地区調査会）

農地売買情報
No 農地の所在 地目 面積（a） 申出価格

売
　
渡

1 本宮字小林，
鬼柳，平藤 畑 26 応談

2 上太田沼館 田 27 応談

3 永井11地割 田 81 応談

買
　
受

4 上飯岡，羽場 畑 30 応談

5 津志田，三本柳
永井 田，畑 10～50 応談

®わんこきょうだい

アマビエ

　農業委員会では、農地利用状況調査を実施
しています。調査のため、農業委員等が農地
に立入る場合がありますので、ご理解ご協力
をお願いします。
　遊休農地化してしまうと、雑草・病害虫・
有害鳥獣が発生し、周辺農地や住民の生活環
境に影響が及ぶ心配があります。農地の適正
な管理をお願いします。

新型コロナウイルス感染
症の予防にも気をつけて
ね！
・こまめに手洗い
・咳エチケット
・「３密」を避ける

農地パトロール農地パトロール
を実施しています!を実施しています!

忘れていませんか？ 手続きが必要です。忘れていませんか？ 手続きが必要です。

利用状況調査利用状況調査

昨年に立毛間播種をした、刈取り間近の麦畑

　農地の売買、貸借のあっせん
等を希望される方は、随時相談
を受けています。
　ご相談は、農業委員会事務局
農地係まで。
（電話：019－601－5072）

⑷




